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られるため、輸入集成材の減少を米
べい

マツ製材
品等により代替する動きがみられ、引き続き
輸入材が高いシェアを持つ状況にある(資料
Ⅲ－14)。また、一部の住宅メーカーや工務店
では、横架材を含めて国産材を積極的に利用
する取組がみられる。特に、工務店では、大
手住宅メーカーに比べて、部材によらず国産
材製材品の使用割合が比較的高い傾向にあ
る(資料Ⅲ－15)。さらに、工務店等に対して、
木材流通業者が国産材仕様の住宅部材をパ
ッケージ化し販売する取組も出てきている
(事例Ⅲ－１)。 
(地域で流通する木材を利用した住宅の普及) 

素材生産業者や製材業者、木材販売業者、
大工・工務店、建築士等の関係者の間では、
木造住宅の建設に当たりネットワークを構
築し、地域で生産された木材を多用して、健
康的に⾧く住み続けられる家づくりを行う
取組がみられる。林野庁では、平成13(2001)年度から、関係者が一体となって消費者の納
得する家づくりに取り組む「顔の見える木材での家づくり」を推進している。令和６(2024)
年度には、関係者の連携による家づくりに取り組む団体数は454、供給戸数は12,372戸とな
った30。また、政府として進める花粉発生源対策の観点からもスギ材の需要拡大が不可欠
であることから、スギ材で対応可能な住宅用部材について、設計変更等によりスギJAS構
造材等へ転換する取組を支援している。 

30 林野庁木材産業課調べ。 

木造軸組住宅の部材別木
材使用割合(工務店)

注１：面材は計上していない。 
２：一戸当たりの平均木材使用量は22.5㎥、国産材

使用割合は57.5%。 
資料：一般社団法人JBN・全国工務店協会、日本木材

青壮年団体連合会、一般社団法人日本林業経営
者協会青年部「地域工務店における木材利用実
態調査報告書(令和５(2023)年２月)」に基づい
て林野庁木材産業課作成。 
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(ウ)非住宅・中高層建築物における木材利用の動向
(非住宅・中高層建築物における木材利用の概況)

令和７(2025)年の着工建築物を用途別・階層別にみると、低層住宅以外の非住宅・中高
層建築物の木造率(床面積ベース)は、6.6%と低い状況にある(資料Ⅲ－11)。一方、低層で
床面積が500㎡未満であれば、既存の住宅における技術を使える場合があることなどから、
木造率は比較的高い傾向にある(資料Ⅲ－16)。 
(非住宅・中高層建築物での木材利用拡大の取組) 

近年、住宅市場の縮小見込みや、持続可能な資源としての木材への注目の高まりなどを
背景に、建設・設計事業者や建築物の施主となる企業等が、非住宅・中高層建築物の木造

事例Ⅲ－１   国産材利用の拡大に向けた住宅部材のパッケージ化 
ナイス株式会社(神奈川県横浜市)では、令和３(2021)年の木材不足・価格高騰(いわゆる

ウッドショック)により国産材の安定的な供給ニーズが高まったことを背景に、首都圏を中
心として工務店やビルダーの継続的な国産材の利用を促進していくため、構造材、内外装材
を国産材仕様とした家づくりを提案する「国産材プレミアムパッケージ」の販売を開始して
いる。

同社は、構造材の基本パッケージとして「無垢材仕様」、「構造用集成材仕様」、「無垢材＋
構造用集成材仕様」の３種類を用意しており、要望に合わせた選択を可能としている。また、
構造計算等により、梁

はり
等の横架材として国産スギの製材品や集成材が使用できることを検

証しており、パッケージを国産材仕様にすることでコストダウンが可能となることもアピ
ールしている。ベースとなる樹種は、国産針葉樹のスギ、ヒノキ、カラマツなどを中心に構
成している一方で、一部の横架材については、選択肢の一つとしてレッドウッドやベイマツ
といった外国産材も加えている。 

また、同社は首都圏内に計６か所のストックヤードを有し、全国から集荷した多種多様な
木材を常時ストックしており、邸別に必要となる部材を集めて(アッセンブルして)供給する
体制も整えている。これにより、顧客の要望にきめ細かく対応することが可能となってい
る。 

今後は、改正建築基準法等の施行注を踏まえた、品質・供給量・価格のバランスが取れた
国産材パッケージの提案を予定している。 

注：改正建築基準法の施行については、第３節(２)182-184 ページを参照。 

構造材の基本パッケージ例(首都圏木材版) アッセンブル作業の様子 

無垢材仕様 構造用集成材仕様 無垢材＋構造用集成材仕様

仕様① 仕様② 仕様① 仕様② 仕様① 仕様②

主
要
構
造
材

土台 ヒノキKD
AZN（K3） ヒノキKD ヒノキ集成

AZN（K3）
カラマツ集成
AZN（K3）

ヒノキKD
AZN（K3）

ヒノキ集成
AZN（K3）

大引 ヒノキKD
AZN（K3） ヒノキKD ヒノキ集成

AZN（K3）
ヒノキ集成
AZN（K3）

ヒノキKD
AZN（K3）

ヒノキ集成
AZN（K3）

柱 ヒノキKD スギKD ヒノキ集成 スギ集成 ヒノキKD スギKD

長柱 ヒノキKD ヒノキKD ヒノキ集成 ハイブリッド
集成 ヒノキKD ヒノキKD

梁桁（3m・4m240下） スギKD スギKD カラマツ集成 ハイブリッド
集成 スギKD ベイマツKD

梁桁（270上・長尺） スギKD ベイマツKD カラマツ集成 ハイブリッド
集成

ハイブリッド
集成

ハイブリッド
集成

母屋隅木束類（小角） スギKD スギKD ヒノキ集成 ヒノキ集成 スギKD ベイマツKD
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